
山
梨
県
公
報
　
　
第
九
十
九
号
　
　
令
和
二
年
五
月
二
十
八
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、六
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

二
六
五

山
梨
県
公
報

第
九
十
九
号

令
和
二
年

五
月
二
十
八
日

木　曜　日

目

次

告

示

○
救
急
病
院
等
の
認
定
（
二
件
）	

二
六
五

○
道
路
の
供
用
開
始	

二
六
五

○
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定	

二
六
五

公

告

○
使
用
料
の
徴
収
事
務
の
委
託	

二
六
六

○
随
意
契
約
の
相
手
方
の
決
定
に
つ
い
て	

二
六
六

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
見
地
か
ら
の
意
見	

二
六
六

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て
（
三
件
）	

二
六
七

選
挙
管
理
委
員
会

○
政
治
団
体
の
名
称
等
の
届
出	

二
六
七

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
百
七
十
三
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
病
院
を
救
急
病
院
と
し
て
認
定
し
た
。

令
和
二
年
五
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
救
急
病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

所
在
地

市
立
甲
府
病
院

甲
府
市
増
坪
町
三
百
六
十
六
番
地

二
　
認
定
期
限
　
令
和
五
年
五
月
五
日

山
梨
県
告
示
第
百
七
十
四
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
病
院
を
救
急
病
院
と
し
て
認
定
し
た
。

令
和
二
年
五
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
救
急
病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

所
在
地

巨
摩
共
立
病
院

南
ア
ル
プ
ス
市
桃
園
三
百
四
十
番
地

二
　
認
定
期
限
　
令
和
五
年
五
月
八
日

山
梨
県
告
示
第
百
七
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務

所
身
延
支
所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
二
年
六
月
十
八
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
五
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

道
路
の

種
類

路
線
名

区
間

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

供
用
開
始
の

期
日

県
道

雨
畑
大
島
線

南
巨
摩
郡
早
川
町
雨
畑
字
舟
久
保
七

六
八
番
一
地
先
か
ら

南
巨
摩
郡
早
川
町
雨
畑
字
馬
場
七
一

八
番
一
地
先
ま
で

　
二
六
九
・
〇

令
和
二
年
五

月
二
十
八
日

山
梨
県
告
示
第
百
七
十
六
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、

山
梨
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
及
び
峡
南
建
設
事
務
所
身
延
支
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
五
月
二
十
八
日



山
梨
県
公
報
　
　
第
九
十
九
号
　
　
令
和
二
年
五
月
二
十
八
日

二
六
六

令
和
二
年
五
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
委
託
の
相
手
方
　
甲
府
市
飯
田
二
丁
目
二
番
三
号
　
公
益
財
団
法
人
山
梨
県
国
際
交
流
協
会

二
　
委
託
に
係
る
使
用
料
　
山
梨
県
立
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料

三
　
委
託
の
期
間
　
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
　
随
意
契
約
の
相
手
方
の
決
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
。
な
お
、
こ
の
公
告
は
、
千
九
百
九
十
四
年
四
月
十

五
日
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
、
二
千
十
二
年
三
月
三
十
日
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
を
改
正
す
る
議
定
書
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
協
定
、
経
済
上

の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
欧
州
連
合
と
の
間
の
協
定
そ
の
他
の
国
際
約
束
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契

約
に
係
る
も
の
で
あ
る
。

令
和
二
年
五
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
随
意
契
約
に
係
る
役
務

㈠
　
名
称
　
山
梨
県
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
運
用
管
理
業
務

㈡
　
数
量
　
一
式

二
　
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
所
属

㈠
　
名
称
　
山
梨
県
総
務
部
情
報
政
策
課

㈡
　
所
在
地
　
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号

三
　
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日
　
令
和
二
年
四
月
一
日

四
　
随
意
契
約
の
相
手
方

㈠
　
名
称
　
株
式
会
社
Y
S
K
e

－

c
o
m

㈡
　
住
所
　
山
梨
県
甲
府
市
湯
田
一
丁
目
十
三
番
二
号

五
　
契
約
金
額
　
六
千
七
百
八
万
八
千
六
百
六
十
九
円

六
　
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
　
随
意
契
約

七
　
随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
と
し
た
理
由
　
山
梨
県
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
構
築
業
務
の
委
託

者
で
あ
る
た
め
（
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令

（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
該
当
）
。

◉
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
見
地
か
ら
の
意
見

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
甲
府
市

か
ら
聴
取
し
た
意
見
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
し
、
及
び
縦
覧
に

供
す
る
。

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

公
　
　
　
告

◉
　
使
用
料
の
徴
収
事
務
の
委
託

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
使
用
料
の
徴
収
事
務
を
委
託
し
た
。

急
傾
斜
地
崩

壊
危
険
区
域

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
設
置
し
た
標
柱
番
号
一
号
か
ら
十
四
号
ま
で
の
標
柱

を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
番
号
十
四
号
と
一
号
の
標
柱
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ

た
区
域
並
び
に
標
柱
番
号
十
五
号
か
ら
十
八
号
ま
で
の
標
柱
を
順
次
結
ん
だ
線
及

び
標
柱
番
号
十
八
号
と
十
五
号
の
標
柱
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

標
柱
番
号

郡
　
　
市

町
　
村

大
　
　
字

　
字

地
　
　
番

石
倉

一二三四五六七八九十十
一

十
二

十
三

十
四

十
五

十
六

十
七

十
八

南
巨
摩
郡

同同同同同同同同同同同同同同同同同

身
延
町

同同同同同同同同同同同同同同同同同

下
八
木
沢

同同同同同同同同同同同同同同同同同

大
田

片
瀬

大
田

同上
の
畑

大
田

同同同同同同同同上
の
畑

同同同

七
八
番
二

一
三
五
番
一

七
六
番
五

七
六
番
一

四
九
五
番
二

七
四
番
一

同同同七
二
番
一

七
四
番
一

同七
三
番
一

七
八
番
二

四
九
八
番
一

四
八
一
番

四
七
一
番

五
〇
八
番
一



山
梨
県
公
報
　
　
第
九
十
九
号
　
　
令
和
二
年
五
月
二
十
八
日

二
六
七

◉
　
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

令
和
二
年
五
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称
　
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
勝
山
字
東
上
躑
躅
二

千
八
百
九
十
六
番
一
、
二
千
八
百
九
十
七
番
一
、
二
千
八
百
九
十
八
番
一
、
二
千
九
百
番
一
、
二
千

九
百
三
十
一
番
、
二
千
九
百
三
十
二
番
一
、
二
千
九
百
三
十
三
番
、
二
千
九
百
三
十
四
番
及
び
二
千

九
百
三
十
五
番
一
の
区
域

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
　
静
岡
県
沼
津
市
双
葉
町
九
番
十
一
の
二
号
　
不
二
運

輸
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
　
鈴
木
篤

選
挙
管
理
委
員
会

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
九
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
及
び
第
十
七

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
次
の
と
お
り
あ
っ
た
。

令
和
二
年
五
月
二
十
八
日

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
　
員
　
長
　
　
中
　
　
込
　
　
ま
さ
ゑ

令
和
二
年
五
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地
　
湯
村
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
　
山
梨
県
甲
府
市
千
塚

一
丁
目
百
五
十
五
番
一
外

二
　
届
出
の
内
容
　
新
設

三
　
届
出
の
公
告
日
　
令
和
二
年
一
月
十
六
日

四
　
意
見
の
概
要

1
　
交
通
安
全
対
策
の
実
施

2
　
駐
車
場
の
出
入
口
の
設
置

3
　
騒
音
対
策
の
実
施

4
　
土
壌
汚
染
対
策
法
へ
の
対
応

五
　
縦
覧
場
所
　
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
山
梨
県
庁
別
館
二
階
　
山
梨
県
県
民
情
報

セ
ン
タ
ー

六
　
縦
覧
期
間
　
こ
の
公
告
の
日
か
ら
令
和
二
年
六
月
二
十
九
日
ま
で

◉
　
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
二
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

令
和
二
年
五
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称
　
北
杜
市
小
淵
沢
町
字
上
根
山
千
五
百
十
九
の
一

の
一
部
及
び
千
五
百
二
十
一
の
一
部
の
区
域

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
　
山
梨
県
北
杜
市
小
淵
沢
町
二
千
九
百
六
十
一
　
株
式

会
社
A
O
B
慧
央
グ
ル
ー
プ
　
代
表
取
締
役
　
滝
口
友
樹
哉

◉
　
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

令
和
二
年
五
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称
　
富
士
吉
田
市
新
倉
字
下
谷
倉
二
千
八
百
五
十
五

の
区
域

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
　
東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
一
丁
目
二
十
九
番
五
号
山
手

ビ
ル
七
階
B
　
株
式
会
社
エ
ン
　
代
表
取
締
役
　
殷
孝
生



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
九
十
九
号
　
　
令
和
二
年
五
月
二
十
八
日

二
六
八

　
政
治
資
金
規
正
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
に
よ
る
届
出
　
政
治
団
体
設
立
届

　
そ
の
他
の
政
治
団
体

名
　
　
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

設
立
年
月
日

届
出
年
月
日

高
見
澤
伸
光
後
援
会

髙
見
澤
伸
光

齋

藤

正

樹

北
杜
市
小
淵
沢
町
七
四
〇

－

一
コ
ー
ポ
小
淵
沢

二
〇
五

令
和
二
年
四
月
十

三
日

令
和
二
年
四
月
十

三
日

岡
由
子
と
笛
吹
市
を
「
笑
顔
の
ま

ち
」
に
す
る
会

岡

　

由

子

岡

　

由

子

笛
吹
市
石
和
町
今
井
二
七
五

－

二

令
和
二
年
四
月
三

十
日

令
和
二
年
四
月
三

十
日

　
政
治
資
金
規
正
法
第
七
条
に
よ
る
届
出
　
届
出
事
項
の
異
動
届

区
分

名
　
　
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

異
動
年
月
日

届
出
年
月
日

新

自
由
民
主
党
豊
富
支
部

植

村

貴

幸

令
和
二
年
四
月
一

日

令
和
二
年
四
月
八

日

旧

岩

間

正

雄

　
政
治
資
金
規
正
法
第
十
七
条
第
一
項
に
よ
る
届
出
　
政
治
団
体
解
散
届

名
　
　
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

解
散
年
月
日

届
出
年
月
日

小
原
春
人
後
援
会
「
市
民
フ
ァ
ー
ス

ト
」

小

原

春

人

向

井

貞

治

北
杜
市
大
泉
町
西
井
出
八
二
四
〇

－

一
二
一
八

令
和
二
年
三
月
三

十
一
日

令
和
二
年
四
月
十

日


